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 総説

総説：日本の石灰岩地における蘚類相

田中敦司1

Review on the moss floras of calcareous sites in Japan

Atsushi TANAKA1

Abstract: Based on a literature survey and field research, the local moss floras of calcareous sites in 
Japan were reviewed in each region of Hokkaido, northeastern Honshu, central Honshu, southwest-
ern Honshu, Shikoku, and Kyushu.
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I．はじめに

日本には北海道から琉球にわたって，各地に

石灰岩地が分布している(図１)．その総面積は

1763.73km2で日本の国土の0.44%に相当する(漆原 

1996)．日本の石灰岩地は，低標高域からかなり高

標高域まで様々な環境に分布している．低標高の石

灰岩地としては，本州西南部の岡山県阿哲地域，広

島県帝釈峡や山口県秋吉台，四国の高知県別府峡や

横倉山，九州の福岡県平尾台や熊本県南部などがあ

る．また，1000m以上の高標高の石灰岩地は，本州

中部の埼玉県秩父地方，長野県南アルプス，四国で

は徳島県剣山や愛媛県天狗高原，九州の宮崎県白岩

山などがある．

石灰岩は炭酸カルシウム(CaCO3
)を主成分とする

堆積岩であり，生物遺体の累積，または化学的沈

殿によって形成されたものである(石灰石鉱業協会 

1984)．石灰岩地では，一般的に土壌の保水性が悪

く乾燥するだけでなく，土壌中のカルシウムなどの

含有量が多く，水素イオン指数(pH)はいちじるしく

アルカリ性にかたむく傾向がある．また，石灰岩地

にはドリーネなどのカルスト地形が発達しており，

特殊な微環境が形成されている．このような環境の

ため，石灰岩地には特異な植物相が形成されること

が知られている(Shimizu 1962，1963)．これは維管

束植物にのみ見られる現象ではなく，非維管束植物

である蘚類でも同様である．

日本の石灰岩地の特異な蘚類相は研究者の興味

を引き，1950年代ごろから各地で調査が行われてき

た(高木 1953，野口・永野 1955など)．また，野

口(1959)は，それまで知られていた石灰岩地に特異

的に分布する種についての分布や生態をまとめてい

る．このほか，石灰岩地の蘚類に関連した研究とし

て，蘚類と地質の関係(Nagano 1969)，蘚類の化学

組成(Nagano 1972)，石灰岩上の蘚苔類の群落学的

研究(中西 1979，中西・平岡 1981)などが行われ

ている．このような石灰岩地の蘚類に係る研究にお

いては，まず蘚類相を明らかにすることが基礎であ

り，さらに他の研究へと発展していくことが期待さ

れる．日本の石灰岩地蘚類相は，調査が詳細に行わ

れて明らかにされている地域もあるが，未調査の地

域や調査不足の地域もまだ多く残されている．筆者

はこれまで石灰岩地蘚類相に関する文献探査を行う

とともに，各地で調査を行ってきた．本稿では，そ

の結果をもとに日本各地の石灰岩地の蘚類相の概略
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図１．日本の石灰岩地(漆原1996を一部改変)及び蘚類相の調査が行われた地域．黒点は石灰岩地を示し番号は文中の調査地を示している．
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についてとりまとめた．

II．日本各地の石灰岩地蘚類相(図１)

北海道

北海道には，主に中央部でほぼ南北に大小の石灰

岩地が分布している．北海道における石灰岩地蘚類

相についての報告は少ない．まとまったものとして

は次の報告がある．

１．宗谷支庁中頓別

日本最北端の石灰岩地となる中頓別(標高約100m)

で調査を行った高木(1977)は，43種を報告してい

る．この中で，高木は分布上石灰岩地と結びつきの

強いものとして，フトハリゴケClaopodium pellucin-

erve，ナガエタチヒラゴケHomalia trichomanoides，

レイシゴケMyurella sibirica，ミヤマクサスギゴケ

Timmia megapolitanaなど９種を挙げている．また，

この地域の蘚類相の興味深い点として｢中頓別の石

灰岩地フロラには，当然のことながら，より北の地

方と共通する寒地系の要素が色濃く含まれていて，

九州の石灰岩地が飛び石的に北上している熱帯乃亜

熱帯系の分子を含んでいるのと，きわめて対照的で

ある｣と述べている．

２．上川支庁富良野

北海道のほとんど中央に位置する上川支庁富良野

の石灰岩地(標高300-600m)から，斉藤(1956)は蘚類

31種を記録し，そのうち好石灰蘚としてキヌイトゴ

ケAnomodon longifolius，シワバヒツジゴケBrachyth-

ecium camptothecioides，ミヤマクサスギゴケTimmia 

megapolitanaなど５種を挙げている．

３．日高支庁エサマンベツ

野口(1962)は日高支庁南部のアポイ岳蛇紋岩地

の蘚類を報告する際に，アポイ岳のすぐ近くにある

エサマンベツの石灰岩地(標高250-280m)の採集品

に基づき，35種を記録している．野口によると，

記録した蘚類の中で日本では殆んど石灰岩上に限

って生育しているものとしてジムカデゴケBarbula 

reflexa(=Didymodon rigidicaulis)，ナガスジハリゴ

ケClaopodium nervosum(=C. prionophyllum)，レイ

シゴケMyurella careyana(=M. sibirica)，があり，ま

た植生上からいかにも石灰岩地らしい特色を表し

ているものとして，ナガヒツジゴケBrachythecium 

buchananii，フトハリゴケClaopodium pellucinerve，

ミズシダゴケCratoneuron filicinum，アツブサゴケ

Homalothecium laevisetum，ネズミノオゴケMyurocla-

da maximowiczii，アオモリサナダゴケPlagiothecium 

aomoriense(=Taxiphyllum aomoriense)が多数でてくる

ことを挙げている．

このほか，北海道の石灰岩地からは，常緑針葉樹

林帯や落葉広葉樹林帯の石灰岩地に特有な種に関し

てのいくつかの報告がある;ヒゲバゴケCirriphyllum 

cirrosum，シノブチョウチンゴケCyrtomnium hymeno-

phylloides(Iwatsuki 1974)，コキヌシッポゴケSeligeria 

pusilla，エゾキヌシッポゴケS. tristichoides(Higuchi 

1984)，シナノセンボンゴケEncalypta streptocarpa(=E. 

procera)など(樋口正信 1989)．以上のように，北

海道の石灰岩地蘚類相に関しては興味深い報告がな

されているが，未調査の地域や調査不足の地域がま

だ多く残されている．今後，更なる調査を行う必要

がある．

本州東北部

本州東北部では主として２ヶ所，石灰岩地が分

布している地域がある．一つは北上山地で，岩手県

岩泉より南へ50kmに至る地域の最大幅約４kmわた

る本邦屈指の大石灰岩層をはじめ，その南部にも大

小の石灰岩地が点々と分布している．もう一つは阿

武隈山地とその周辺で，南北に小規模な石灰岩地が

点在している．

４．岩手県岩泉

岩手県北東部にある下閉伊郡岩泉周辺の石灰岩

地(標高100-400m)の蘚類相に関しては，樋口利雄

(1989)により報告されている．彼は蘚類96種を記録

し，このうち注目すべき種としてラセンゴケHerpeti-
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neuron toccoae，タチヒラゴケHomaliadelphus targioni-

anus，ホソヒラゴケNeckera muratae(=N. goughiana),

アナシッポゴケモドキPseudosymblepharis angustata

を挙げ，同地域がこの４種の北限であることを指摘

している．

５．阿武隈山地とその周辺

阿武隈山地とその周辺地域(標高100-850m)の蘚類

相は，1950年代後半から樋口利雄氏によって精力的

に調べられている(樋口利雄1958，1959a，b，1960,

1961，1962)．近年，樋口正信(1995，2001)によっ

て，さらにこの地域で詳細な調査が行われ，これま

での報告とともにまとめられている．樋口正信博士

による報告は，非石灰岩地も含まれているが，石灰

岩地を中心としたもので，同地域から336種を記録

している．同地域の石灰岩地を北限としている種と

して，イトラッキョウゴケAnoectangium thomsonii，

カラクニネジレゴケBarbula coreensis，マルバツヤ

ゴケEntodon concinnus subsp. caliginosus，ナメリオ

ウムゴケGymnostomum aurantiacum，コバノイトゴ

ケHaplohymenium pseudo-triste，ヒメタチヒラゴケ

Homaliadelphus targionianus var. rotundatus，アツブサ

ゴケモドキPalamocladium leskeoides，サンカクキヌシ

ッポゴケSeligeria austriaca(=S. patula var. alpestris),

キダチヒダゴケThamnobryum plicatulum，カシミー

ルクマノゴケTheriotia kashimirensisなどが挙げられ

ている．

本州東北部はこの地域を北限とする種が数多く

見られ，植物地理学的に興味深い地域である．南部

の阿武隈山地とその周辺では，ほぼ石灰岩地蘚類相

は明らかにされているが，北上山地周辺の石灰岩地

では樋口利雄氏による研究のみで，今後さらに調査

が必要である．

本州中部

本州中部地域では高海抜域の埼玉県秩父地方や

長野県南アルプス，また低海抜域の栃木県出流山や

東京都日原など，多様な環境に石灰岩地が広く分布

している．

６．栃木県出流山

出流山(標高約600m)は，栃木市の北西約16kmに

位置している．この付近には馬蹄形状に石灰岩が分

布し，幅200～2000m，延長約20kmに及ぶ大規模な

石灰岩地であり，出流山はこの一部である．出流山

の蘚類相は，永野・野口(1960)により102種が記録

されている．彼らは，本地域の蘚類相は大部分が温

帯地域に分布する種類によって占められていること

を指摘し，特に石灰岩と密接な関係をもって分布す

る種として，ジムカデゴケBarbula reflexa(=Didymo-

don rigidicaulis)，ホソヒラゴケNeckera muratae(=N. 

goughiana)，シナチヂレゴケPtychomitrium longise-

tum(=P. gardneri)など６種を挙げている．また，比

較的石灰岩地に出現しやすい傾向の強い種として，

ギボウシゴケモドキAnomodon minor(=A. minor subsp. 

integerrimus)，コガネハイゴケCampylium chrysophyl-

lum(=Campyliadelphus chrysophyllus)，ハマキゴケ

Hyophila propaguliferaなど８種，関東の山岳地帯に

おいて主に石灰岩地に出現しやすい傾向がある種と

して，キヨスミイトゴケBarbella asperifolia(=Barbella 

flagellifera)，ソリシダレゴケChrysocladium retrorsum

など３種を挙げている．

７．群馬県四又山

四つ又山(標高約650m)は群馬県下仁田町に位置

し，山頂部の南側に厚いレンズ状の石灰岩地が分布

している．この地域の蘚類相は，永野・野口(1958)

により86種が報告されている．彼らは石灰岩地と密

接に関係していると考えられる種類として，テリ

ハハリガネゴケBryum noguchii(=B. recurvulum)，オ

ウムゴケGymnostomum recurvirostreum，レイシゴケ

Myurella sibirica，カタヒラゴケNeckera menziesii(=N. 

polyclada)など９種を挙げ，西南日本の石灰岩地によ

く見られる種や中部日本の亜高山帯の石灰岩地を特

色づける種などは見られないことを指摘している．

また，西南日本に分布の中心をもっており，西南日

本では別に石灰岩とは限らないが，中部日本ではお
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もに石灰岩地に出易い傾向があるものとしてヒメク

ジャクゴケHypopterygium japonicum，アツブサゴケモ

ドキPleuropus nilgheriensis(=Palamocladium leskeoides)

を挙げている．

８．東京都日原

東京都最北部の西多摩郡日原地域の天祖山(1000-

1598m)，稲村岩(600-900m)，日原鍾乳洞(625-

925m)，倉沢鍾乳洞(675-900m)の石灰岩地蘚類相に

ついて，Nagano & Kiguchi(1977)は248種を記録して

いる．この報告は，イトヒキフタゴゴケDidymodon 

leskeoides，タチミツヤゴケOrthothecium rufescens，

タイワントラノオゴケTaiwanobryum speciosum，ミ

ヤマクサスギゴケTimmia megapolitanaなどの石灰岩

地に特有で植物地理学上興味深い種を含んでいる．

また，水島(1960)は，日原地域がセイナンヒラ

ゴケNeckeropsis calcicolaの北限産地であることを報

告している．

９．埼玉県秩父地方

埼玉県西部の秩父地方は，多数の石灰岩地が広い

地域にわたって分布している．同地域は，永野巌博

士によって詳細な調査が行われている．永野博士は

断片的に蘚類の報告(永野 1953，1955，1958，1962,

1964)を行うとともに，野口彰博士との共同研究に

より次の地域の蘚類相を明らかにしている．武甲山

(標高1336m)と白岩山(標高約1500m)からは，それぞ

れ約60種を記録している(野口・永野 1955)．彼らは

この地域で石灰岩地に特有なものとして，キスジキ

ヌイトゴケAnomodon decurrens(=A. viticulosus)，オオ

フタゴゴケBarbula gigantea(=Didymodon giganteus)，

カタヒラゴケNeckera menziesii(=N. polyclada)など21

種を挙げている．また，赤沢岳からは160種(野口・

永野 1958a)，中津川源流大ガマタ沢流域からは123

種(野口・永野 1958b)を記録している．

10．長野県南アルプス

南アルプスには，南北にわたり大小さまざまの

石灰岩地が数多く分布している．高木典雄博士は戦

後まもない時期にこの地域の蘚類相に注目して調査

を行い，日本新産となるコキヌシッポゴケSeligeria 

pusilla，シノブチョウチンゴケMnium hymenophylloi-

des(=Cyrtomnium hymenophylloides)，ミヤマクサスギ

ゴケTimmia megapolitana，オオフタゴゴケDidymodon 

giganteusなどを報告している(高木 1953)．その後

も，この地域からは断片的に植物地理学上興味深い

種の報告がなされている．ハナシキヌシッポゴケ

Seligeria donniana(鈴木 1983)，ヒナキヌシッポゴケ

Seligeria calcarea(鈴木ほか 1996)，コバノキヌシッポ

ゴケSeligeria brevifolia(鈴木・木口 1997)，オオシカ

ゴケNeodolichomitra yunnanensis(Higuchi & Nishimura 

1998)，クシノハゴケモドキCampylophyllum halleri

(西村・木口 1999)．

この地域の石灰岩地蘚類相としてまとまった報

告は，Takaki et al.(1970)による甲斐駒，仙丈岳，

北岳の報告，秋山(1993)による燕岩の報告及び筆者

らによって行われた豊口山の報告(立石ほか 2000)

がある．

仙丈岳山麓の塩沢及び戸台，また北岳山頂部に

は石灰岩地が分布している．Takaki et al.(1970)は

これらの石灰岩地を含む周辺の山岳地帯で調査を行

い，326種を記録している．

燕岩は，長野県大鹿村にある小渋川支流青木

川上流の標高約1300mに位置する石灰岩壁で，秋

山(1993)は同地を調査した結果，オオキンシゴケ

Ditrichum crispatissimum，テリハラッコゴケGollania 

neckerella，カタヒラゴケNeckera polyclada，コホソ

バツヤゴケOrthothecium intricatumなど多数の石灰岩

地に特有な種を含む102種を報告している．また，

燕岩では筆者も調査を行い，それまで日本では中国

地方と九州地方の数ヶ所にのみ知られていたムチエ

ダイトゴケHaplohymenium flagelliformeを確認して報

告している(田中・木口ほか 2000)．

豊口山は南アルプス中央部にある三伏峠から西

に伸びた尾根の中程に位置している．筆者は豊口

山とその周辺の石灰岩地で調査を行った結果，石

灰岩地に特有で植物地理学上興味深いオクヤマツ

ガゴケDistichophyllu carinatum，シライワスズゴケ
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Forsstroemia noguchii，ハイヒバゴケモドキHypnum 

vaucheri，ツヤダシタカネイタチゴケLeucodon alpinus

などを含む，239種５亜種11変種を報告している(立

石ほか 2000)．

11．長野県白馬鑓ヶ岳

長野県北部の北安雲郡白馬連山の白馬鑓ヶ岳の

山頂部(標高2750m)には，小規模な石灰岩地が分布

している．筆者は同地で調査を行った際，日本新産

となるラクヨウクサスギゴケTimmia norvegicaを見

出して報告を行った(Tanaka & Tateishi 2002)．同所

には，クシノハゴケモドキCampylophyllum halleri，

ヒゲバゴケCirriphyllum cirrosum，オオキンシゴケ

Ditrichum crispatissimum，シナノセンボンゴケEnca-

lypta proceraなどの高海抜域の石灰岩地に特有な種

が生育している．

12．新潟県青海

新潟県西南部の糸魚川市青海地域には黒姫山を頂

上とする巨大な石灰岩地が分布している．Nagano & 

Kiguchi(1984)は，黒姫山(標高約1200m)と明星山(標

高約1120m)の石灰岩地蘚類相について報告を行っ

ている．彼らは調査の結果として，石灰岩地に特有

なオオキンシゴケDitrichum flexicaule(=D. crispatissi-

mum)，ヒゲバゴケCirriphyllum cirrosum，レイシゴケ

Myurella sibiricaなどを含んだ133種を記録している．

永野・木口(1978)は，黒姫山山麓にあるマイコミ

平の千里洞ドリーネの蘚類相を調査し，アカハマキ

ゴケBryoerythrophyllum recurvirostre，ヤワラクシノ

ハゴケCtenidium molluscum，ケキンシゴケDistichium 

capillaceum，タチミツヤゴケOrthothecium rufescensな

どの石灰岩地に特有なものを含む，41種を報告して

いる．彼らは同地の蘚類相について，｢空中湿度も

高く，コケ植生の発達に好条件を備えていると考え

られるドリーネ内において，太平洋側石灰岩地を指

標とする多くの好石灰性種や特徴的なepiphyteを欠い

ていることは注目される｣と指摘している．

また，黒姫山の麓にある青梅川沿いの石灰岩地

(標高150m)で採集された標本に基づき，筆者はマル

バツルハシゴケEurhynchium latifoliumの本邦における

２番目の産地を報告した(田中・坂井ほか 2000)．

13．愛知県石巻山

石巻山は標高400mで，愛知県豊橋市の北東約８km

に位置している．同地の石灰岩地蘚類相について

は，Takaki(1973)により報告され，石灰岩地に特有

なオウムゴケGymnostomum recurvirostrum，タチヒ

ラゴケHomaliadelphus targionianus，キブリハネゴケ

Pinnatella makinoiなどを含む36種が記録されている．

本州中部においては，太平洋側の地域では多数の

石灰岩地で蘚類相が明らかにされている．しかし，

日本海側では新潟県青海のみで，富山県や岐阜県の

石灰岩地蘚類相は明らかになっていない．今後，こ

れらの地域でも調査が必要である．

本州西南部

本州西南部の主な石灰岩地は，近畿地方では滋賀

県伊吹山周辺，鈴鹿山脈，三重県南部から奈良県中

部に，中国地方では岡山県西部から広島県東部の地

域と山口県秋吉台に分布している．

14．三重県藤原岳

三重県北西部のいなべ市藤原岳(標高1144m)は鈴

鹿山脈の北部に位置し，山頂部から東側斜面に石灰

岩地が広がっている．同地からのまとまった蘚類相

の報告としては，保黒(1966)と孫福・山田(1967)に

よるものがある．前者は藤原岳の山麓から山頂部ま

でを調査し71種を，後者は藤原岳の北側山麓の300m

以下の地域を中心に調査し，95種を報告している．

これらの報告には，ホソホウオウゴケFissidens gran-

difrons，タチヒラゴケHomaliadelphus targionianus，

セイナンヒラゴケNeckeropsis calcicola，シナチヂレ

ゴケPtychomitrium longisetum(=P. gardneri)などの石

灰岩地に特有な種が含まれている．

15．奈良県無双洞

奈良県中部には，点々と石灰岩地が分布してい
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る．このうち，筆者は大普賢岳中腹にある無双洞(標

高約1000m)で調査を行った．その際，北方系の常緑

針葉樹林帯や落葉広葉樹林帯の石灰岩地に特有なレ

イシゴケMyurella sibiricaと，南方系の常緑広葉樹林

帯の石灰岩地に特有なセイナンヒラゴケNeckeropsis 

calcicolaやタイワントラノオゴケTaiwanobryum spe-

ciosumが同所に生育していることを確認した(田中 

2012)．北方系と南方系の種が混在する非常に興味

深い地域であり，今後さらに無双洞周辺で詳細な調

査を行う必要がある．

16．岡山県西部

岡山県西部には，広く石灰岩地が分布している．

この地域については，戦後まもない時期から井木

張二氏が調査し，興味深い蘚類を報告している(井

木 1955，1956)．その後，多くの研究者の興味を集

め，同地域からは次のような興味深い種の報告がな

されている．阿哲台の羅生門からの標本に基づき，

野口(1956)はセイナンヒラゴケNeckeropsis calcicola

を，Takaki(1955)はサガリヒツジゴケBrachythecium 

pendulumを，Ando & Higuchi(1981)はキャラハラッコ

ゴケGollania taxiphylloidesを新種記載している．樋口

正信(1980)は備中町磐窟渓でサンカクキヌシッポゴ

ケSeligeria austriaca(=S. patula var. alpestris)，新見市

秘坂鐘乳穴でコキヌシッポゴケSeligeria pusillaを報告

している．立石・西村(1995)は，成羽町詣足谷から

ムチエダイトゴケHaplohymenium flagelliformeとタイ

ワントラノオゴケTaiwanobryum speciosumを記録して

いる．さらに，筆者も阿哲台でクロコゴケLuisierella 

barbulaを見出し報告している(田中・立石 2000)．

この地域の蘚類相としてまとまった報告として

は，阿哲台羅生門から井木(1985)が93種を記録して

いる．その後，羅生門ではさらに詳細な調査が行わ

れ，その結果128種５亜種８変種が報告されている

(西村 1996)．また，西村ほか(1996)は岡山県の石灰

岩地全域の蘚類相の概略を示し，202種を記録して

いる．これらの報告により，羅生門，秘坂鐘乳穴，

宇山洞などでは鍾乳洞口から吐き出される冷気によ

って特殊な微環境が形成され，レイシゴケMyurella 

sibiricaやタチミツヤゴケOrthothecium rufescensなど

の高海抜域の石灰岩地に特有な種が低海抜域に分布

しているという興味深い指摘がなされている．

17．広島県帝釈峡

帝釈峡は広島県北東部に位置し，標高約500mの

吉備高原の一部をなす帝釈台が帝釈川の侵食によっ

て形成された峡谷である．この地域からの蘚類の報

告は，Noguchi(1936)によってホソヒラゴケNeckera 

muratae(=N. goughiana)が新種記載されたのをはじ

め，安藤(1961)はムチエダイトゴケHaplohymenium 

flagelliformeを，さらに安藤(1969)はイヌコクサゴ

ケNeobarbella comesを日本新産の蘚類として報告し

ている．

その後，帝釈峡一帯の蘚類相は，樋口・安藤

(1987)によってまとめられ，チチブハイゴケHypnum 

calcicolum，セイナンヒラゴケNeckeropsis calcicola，

キブリハネゴケPinnatella makinoi，サンカクキヌシ

ッポゴケSeligeria austriaca(=S. patula var. alpestris)

など多数の石灰岩地に特有な種を含む，215種が報

告されている．近年，筆者も帝釈川の下流域の下帝

釈峡を中心に調査を行い，帝釈峡蘚類相に新たに追

加されるべき17種を含む125種の生育を報告した(西

村ほか 2003)．このうち，中国地方からは初めての

記録となるシナノセンボンゴケEncalypta proceraに

ついては，別論文でその生育状況を詳しく報告した

(田中 2003)．

18．山口県秋吉台

山口県中央の内陸部には，カルスト台地である

秋吉台(標高100-400m)が広がっている．この地域

の蘚類相は塩見(1979)によって詳細な調査が行わ

れ，248種が報告されている．この地域では，本来

は落葉広葉樹林帯の石灰岩地に生育するマルバツヤ

ゴケEntodon concinnus var. fauriei(=E. concinnus subsp. 

caliginosus)やレイシゴケMyurella sibiricaが鍾乳洞周

辺の冷涼な微環境に生育している．また同地を北限

とするイワノコギリゴケDuthiella wallichiiや，ホソヒ

モゴケMeteorium papillarioidesなどの植物地理学上興
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味深い種も記録されている．

また，秋吉台以外の山口県内に散在する小規模

な石灰岩地９ヶ所について，塩見(1975)は166種を

報告している．

本州西南部においては，中国地方では古くからよ

く調査が行われ，蘚類相が明らかにされている．し

かし，近畿地方ではまだ蘚類相が明らかでない地域

が多く，今後さらに調査を行う必要がある．

四国

四国地方の主な石灰岩地は，中央部を横断する

秩父帯に含まれている．低海抜域の石灰岩地が多い

が，四国山地には徳島県剣山や四国カルストの天狗

高原などの高海抜域の石灰岩地も分布している．

19．徳島県剣山

徳島県内陸部にある剣山の標高1700mから1800m

付近には，石灰岩地が分布している．Deguchi(1982)

は，この石灰岩地を含む剣山周辺地域を調査し，311

種５亜種24変種１品種を報告している．石灰岩地か

らは，カラクニネジレゴケBarbula coreensis，ホソ

ミズシダゴケCratoneuron tenerrimum(=C. filicinum var. 

tenerrimum)，オオフタゴゴケDidymodon giganteus，

オオキンシゴケDitrichum flexicaule(=D. crispatissi-

mum)，マルバツヤゴケEntodon concinnus subsp. calig-

inosus，シライワスズゴケForsstroemia lasioides(=F. 

noguchii)，レイシゴケMyurella sibirica，カタヒラゴ

ケNeckera polycladaなど多数の落葉広葉樹林帯の石

灰岩地に特有な種を記録している．

20．高知県石立山及び別府峡

石立山(1708m)は高知県の北東端，徳島県との県

境に位置している．この地域の蘚類相は，立石ほか

(2007)によって調査が行われ，キヌシッポゴケ属

Seligeriaの４種(サンカクキヌシッポゴケ；Seligeria 

patula var. alpestris，ハナシキヌシッポゴケ;S. donni-

ana，コキヌシッポゴケ;S. pusilla，チチブキヌシッポ

ゴケ;S.galinae)，キブリハネゴケPinnatella makinoi, 

レイシゴケMyurella sibirica等の221種を報告してい

る．また，次のような植物地理学上興味深い種の報

告がなされている；オオキンシゴケDitrichum flexi-

caule(=D. crispatissimum)(Deguchi 1980)，イボスジネ

ジクチゴケBarbula horrinervis(Deguchi 1987),タイワ

ントラノオゴケTaiwanobryum speciosum(出口 1975)．

別府峡(標高約600-670m)は，石立山の西側を北

から南に流れている物部川の支流の一つである槙山

川の源流となっている．筆者はこの地域で調査を行

い，常緑広葉樹林帯の石灰岩地に特有なシノブイ

トゴケFloribundaria floribunda，セイナンヒラゴケ

Neckeropsis calcicola，キブリハネゴケPinnatella maki-

noi，タイワントラノオゴケTaiwanobryum speciosumな

どを含む32種を報告した(田中・西村 1998)．

21．高知県工石山

工石山は四国のほぼ中央に位置し，山麓南側(標

高100-200m)に石灰岩地が分布している．この石灰

岩地を含んだ工石山の蘚類相は，出口・岸(1981)に

よって調査が行われ，ホソハリゴケClaopodium gra-

cillimum，イワノコギリゴケDuthiella wallichii，セン

ボンウリゴケTimmiella anomalaなどの石灰岩地に特有

な種を含んだ265種２亜種16変種が報告されている．

22．高知県横倉山

横倉山(標高800m)は，高知市から約30km西に位置

している．同地の蘚類相は，Deguchi & Ohno(1988)

により明らかにされ，イノウエネジクチゴケBarbula 

hiroshii，キャラハラッコゴケGollania taxiphylloides，

チチブハイゴケHypnum calcicolum，クロコゴケLuis-

ierella barbula，キブリハネゴケPinnatella makinoi，

タイワントラノオゴケTaiwanobryum speciosumほか

多数の石灰岩地に特有な種を含む，270種が報告さ

れている．

23．愛媛県天狗高原

天狗高原(標高1000-1300m)は愛媛県南部，高知

県との県境に位置し，カルスト台地が形成されてい

る．同地の蘚類相は上村ほか(1979)により，落葉広
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葉樹林帯の石灰岩地に特有なマルバツヤゴケEntodon 

concinnus subsp. caliginosus，レイシゴケMyurella si-

birica，カタヒラゴケNeckera polyclada，ミヤマコネ

ジレゴケTortula sinensisなどを含む，154種が報告さ

れている．また，Nishimura(2000)は，同地にヤワ

ラクシノハゴケCtenidium molluscumが生育すること

を報告している．

四国では，主な石灰岩地ではよく調査が行われ，

蘚類相が明らかにされている．しかし，愛媛県南部

の小規模な石灰岩地など調査が行われていない地域

もまだ残されている．

九州及び琉球

九州には，主に２ヶ所の石灰岩地域がある．一

つは北部の平尾台の周辺地域に分布し，もう一つは

九州中央を横断する臼杵－八代構造線の周辺に，大

分・宮崎・熊本の３県にまたがる広い範囲に分布し

ている．また，琉球列島にも，広く石灰岩地が分布

している．

24．福岡県平尾台

平尾台は福岡県の北東部にある標高400mほどの

カルスト台地である．この地域から，高木(1961)は

稀産種であるホソヒモゴケMeteorium papillarioides

とダンダンゴケEucladium verticillatumを報告してい

る．まとまった蘚類相としては梅津(1973)の報告

があり，石灰岩地に特有なキスジキヌイトゴケAno-

modon viticulosus，ホソヒラゴケNeckera muratae(=N. 

goughiana)，コキヌシッポゴケSeligeria pusillaなどを

含む60種が記録されている．

25．福岡県野河内渓谷

野河内渓谷(標高300-600m)は，福岡県南西部の

背振山地に源を発し，渓谷上流部に石灰岩地が分布

している．この石灰岩地を含む野河内渓谷の蘚類相

は，尼川・長田(1966)によって，石灰岩地に特有な

タチヒラゴケHomaliadelphus targionianus，キブリハ

ネゴケPinnatella makinoiなどを含む97種が報告され

ている．

26．宮崎県北部

宮崎県北部には，多数の石灰岩地が分布してい

る．野口(1955)は，白岩山頂上(1646m)，本屋敷

(約750m)などの石灰岩地を含む宮崎県北東部の椎葉

村と鞍岡村(現在の五ヶ瀬町)一帯で採集された標本

に基づき，145種２変種１品種を報告している．近

年，木口・黒木(2001)は，白岩山，戸川岳の南に位

置する通称一つ岳(690m)，柘の滝鍾乳洞周辺(400m)

の３ヶ所で調査を行い，117種４亜種５品種を報告し

ている．また，筆者も柘の滝鍾乳洞周辺で調査を行

い，九州新産となるマルバツルハシゴケEurhynchium 

latifoliumなど石灰岩地に特有な14種を含む，42種を

報告した(Tanaka et al. 2001)．

この地域で白岩山は特に興味深い石灰岩地であ

る．九州地方の石灰岩地は，ほとんどの場所が標高

1000m以下の常緑広葉樹林帯であるが，唯一，白岩

山には落葉広葉樹林が広がり，この植生帯の石灰岩

地に特有なオオキンシゴケDitrichum crispatissimum，

オオフタゴゴケDidymodon giganteus，レイシゴケ

Myurella sibiricaなどが記録されている．

27．熊本県甲佐岳

甲佐岳(標高約750m)は九州のほぼ中央に位置

し，砥用町，御船町，甲佐町の３町にまたがり，全

山が石灰岩からなる独立峰である．河上(1970)は甲

佐岳からトガリミミゴケCalyptothecium hookeriを日

本で３番目の産地として報告し，また，トガリミミ

ゴケの周辺に生育するものとして16種の蘚類を記録

している．

筆者も甲佐岳で調査を行い，119種２亜種４変種

を確認した(田中ほか 2002)．その際，トガリミミ

ゴケの生育を再確認するとともに，オオハイヒモゴ

ケMeteorium miquerianum subsp. atrovariegatumやイ

ヌコクサゴケNeobarbella comesなど常緑広葉樹林帯

の石灰岩地に特有な12種を見出した．
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28．熊本県南部

熊本県南部では，秩父帯の中古生層の中に点々と

石灰岩地が分布している．この地域の石灰岩地から

は，植物分類地理学上興味深い幾つかの種が報告さ

れている．五木村天狗岩にオニゴケPseudospiriden-

topsis horridaが産することは，熊本県南部の人吉市

を中心に植物調査を行った前原勘次郎氏による1948

年の採集品に基づいて，野口(1952)によって報告さ

れている．前原氏はその後，1955年に球磨村神瀬で

タイワントラノオゴケTaiwanobryum speciosumを採

集し(野口 1960)，また，同氏が神瀬などの石灰岩地

で採集した約30点が，服部植物研究所発行のエキシ

カータとして配布されて，その中にはこの地域を北

限とするタカサゴハイヒモゴケMeteoriopsis reclinata 

var. subreclinata(Ser. 3, no. 123; Ser. 5, no. 225)が含

まれている．その後，天ヶ瀬(1972)はムチエダイト

ゴケHaplohymenium flagelliformeが五木村白滝に，ま

たシノブスズゴケMiyabea thuidioidesが矢部町内大臣

峡に産することを報告している．立石・西村(1997)

は，クロコゴケLuisierella barbulaを五木村と球磨村

から報告している．

筆者は，この地域の五木村天狗岩(標高300-650m)

で蘚類相の調査を行った．その結果，オニゴケの生

育を再確認し，九州では初めての記録であったイヌ

コクサゴケNeobarbella comesを見出し，このほかキ

ブリハネゴケPinnatella makinoiやサンカクキヌシッ

ポゴケSeligeria austriaca(=S. patula var. alpestris)など

石灰岩地に特有な21種を含む，118種４亜種５変種を

報告した(田中ほか 1998，1999)．

29．琉球列島

この地域に関しては，石灰岩地だけを対象に

した報告ではないが，琉球列島全域を対象にした

新敏夫博士の報告があり，タカサゴハイヒモゴケ

Meteoriopsis reclinata var. subreclinata，セイナンヒ

ラゴケNeckeropsis calcicola(Shin 1961)，フガゴケ

Gymnostomiella longinervis(Shin 1962)，ホソハリゴ

ケClaopodium gracillimum，ナガスジハリゴケClaop-

odium prionophyllum(Shin 1967)などの石灰岩地に特

有な種が記録されている．

筆者は，沖縄本島北部の嘉津宇岳，八重岳，クガ

ニ岳，ボウジ森の石灰岩地で調査を行い，タカサゴ

ハイヒモゴケMeteoriopsis reclinata var. subreclinataや

キブリハネゴケPinnatella makinoiなどの石灰岩地に

特有な７種を確認している(田中 2012)．

以上のように，九州地方の石灰岩地は，比較的

よく蘚類相が明らかにされている．今後は琉球列島

で，石灰岩地に注目した調査を行う必要がある．

III．おわりに

日本各地の石灰岩地の蘚類相は，本州中部の太

平洋側の地域(埼玉県秩父地方等)，中国地方(岡山

県，広島県，山口県)等のように詳細に調査が行わ

れている地域がみられる．一方，北海道，本州東北

部の北上山地周辺，琉球列島等のように調査が必要

な地域も残されている．日本の石灰岩地蘚類相の特

異性を解明するため，今後さらにこれらの地域での

調査が必要である．
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